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健幸アンバサダープロジェクトの成果 
 

 

Smart Wellness Community 協議会(理事長：虎の門病院病院長 大内尉義)では、従来の健康・医療に関するアプ

ローチのみならず、まちづくり、スポーツなど多様な要因に目を向け、産官学の幅広い叡智を集めて課題解決する組織として

2015 年に設立されました。 

SWC 協議会では、健康づくり無関心層を半減させることを目標に、５つの分科会（①インセンティブ制度・ビジネス分科会、

②健幸アンバサダー・人材育成分科会、③AI・情報銀行データ利活用分科会、④スポーツ・レガシー分科会、⑤まちづくり分科

会）で、テーマ毎の切り口により、有効施策を調査研究し政策提言に繋げる諸活動を行っています。 

このうち、本協議会の主要プロジェクトである「健幸アンバサダープロジェクト」において、３年間の取り組みの成果がとりまとまりま

したので案内いたします。 

 

■健幸アンバサダープロジェクトの概要 

市民の 7 割を占める健康づくり無関心層は、自ら情報をとらない特性があり、そのためヘルスリテラシーが低く、行動変容に至ら

ない傾向であることが、これまでの研究成果で明らかとなっています。 

そこで、本協議会では、１）口コミにより取込んだ住民のヘルスリテラシーを向上することによる健康づくり無関心層の半減、

２）地域における健康増進事業の参加者数の増加、３）健康長寿と関連する社会参加の場の提供と役割を創出すること

によるコミュニティの強化、４）住民のヘルスリテラシーを上げることによるヘルスケアサービスの活性化、を目標に掲げ、その具体

策として、健康情報を口コミで伝える「健幸アンバサダー」の養成 

プロジェクトを立ち上げました。 

健幸アンバサダーとは、身近で大切な人の「心に届く」健康情

報を、口コミで拡散する“伝道師（インフルエンサー）”です。現

在、健幸アンバサダーの募集・養成は、本協議会会員の自治

体や企業等が、住民や社員・家族・顧客に呼び掛け、養成講

座を開催する形で実施されており、既に 16,681 人を養成し、

全国各地で活躍されています。そして、2019 年度は 3 万人を

達成の予定であり、最終的に 2030 年度までに 200 万人養

成することを目指しています。 

 

■3 年間の取り組み成果 

47 都道府県 1 万 6 千人以上を養成。県・自治体主催、企業主催など様々なパターンで実施。 

健幸アンバサダーは全国の自治体で養成されており、現在16,681人を養成しています。養成の主体や対象も多様化してお

り、静岡県では県内自治体の住民対象および地域企業の健康経営支援を目的に実施しています。また、自治体主催も全国

21自治体で開催され、これまでの健康増進事業に参加していない幅広い住民を対象に実施されています。 

さらには、民間企業の動きとして、フィットネスクラブのカーブスジャパンは全国の全指導者を対象に実施、また自治体と連携して

同クラブの会員の受講を促しています。白寿生科学研究所ではハクジュプラザ利用者を対象に養成講座を実施、スギ薬局で

は、ドラッグストアの管理栄養士等の専門職を対象に実施されています。その他にも、第一生命保険、タニタヘルスリンク、森永乳

業等18企業において、地域貢献および健康経営の推進を目的に実施されています。 

 

  



■3 年間の効果検証の結果 

本プロジェクトでは養成とともに、その効果検証も行っています。以下に実証された主な成果を示します。 

 

1. 健幸アンバサダーが情報を伝えた相手は家族が最も多く、次いで友人や知人などで、その数は一人あたり平均 15.2 人/

年。1 万 6 千人で換算すると延人数で約 24 万人以上・年に情報提供を実施し、口コミによる住民のヘルスリテラシー

向上や行動変容を推進。 

 

2. 健幸アンバサダーが健康情報を伝えた相手の 55%が健康づくりのための行動変容を起こし、健康づくり無関心層の

41%が行動変容をするなどの波及効果を確認。 

 

3. さらに健幸アンバサダーの活動を通じて、地域住民による社会参加の場の提供と役割を創出することにより、健幸アンバサ

ダー自身のソーシャルキャピタル(地域の絆)が向上。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                              （筑波大学久野研究室 2019） 

■健幸アンバサダーの今後の展開 

今後は養成された健幸アンバサダーが地域や職域等の社会の多様な側面において、健康格差の是正を目指して活動を行い、

超高齢化社会へ対応していくための社会システムの一つとしての普及を推進していきます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本件に関するお問合わせ】 

◆Smart Wellness City 首長研究会事務局 [担当：安保]   TEL: 04-7197-2360   E-mail: info@swc.jp 

mailto:info@swc.jp

